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☆『働き方改革プラン第Ⅱ期』の取組みを進めていきましょう☆  
  

「山形県公立学校における働き方改革プラン（第Ⅰ期）」（令和２～４年度末）  

〈成果〉 

・ 8割以上の教職員が「長時間勤務を是正しよう」とする雰囲気を感じている。  

・ 時間外在校等時間が月80時間超人数（全校種）は、取組み前※の975人から8割

減の173人へ減少した。  

※令和元年10月の1か月調査 

・ 月あたり時間外在校等時間は、各校種とも概ね「教育職員の業務量の適切な管理

等に関する規則等（令和2年7月21日 教育委員会規則）」の範囲内となった。  

〈課題〉 

・ 令和3年度の時間外在校等時間や月80時間超の時間外勤務者は、令和2年度と比

較して下げ止まりの状況がみられる。  

・ 校種毎の比較では、高等学校や中学校における時間外勤務者が多い。 

 

これらを踏まえ、令和５年度からの３ヶ年を取組み期間とする

「働き方改革プラン（第Ⅱ期）」を策定しました。  

第Ⅱ期プランでは、大きく２つの取組み方針を掲げ、それぞれ

についての具体的な取組みの柱を立てています。  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

第Ⅱ期プランが実効性のあるものとなるよう、一歩の積み重ねを大切にして、ともに

協力しながら取組みを進めていきましょう。  
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👉 新たな取組み内容等を裏面に紹介しています 

第Ⅱ期プランの概要 
↑第Ⅱ期プランはこちら 



☆「第Ⅱ期プラン」における新たな取組み内容等☆  

 チェックシートの活用   

学校における働き方改革の取組み状況を半期ごとに検証し、次の手立てへとつ

なげていく。 

 人事評価（業績）における目標設定の義務化   

管理職の人事評価（業績）において、働き方改革についての数値目標を明記す

ることを義務化。  

 デジタル採点サービスの導入   

全ての県立高等学校にデジタル採点サービスを導入し、採点や成績処理に係る

業務負担を軽減。  

 大卒新採教員支援プラン   

小学校における大卒新採教員に対して、原則として教科担任（兼）学級副担任

とし、加配教員等を配置して授業準備や教材研究の時間を確保。  

 代替教員確保に向けた取組み   

「ペーパ－ティーチャー向け説明会」を定期的に開催し、産育休や病休の代替

教員を確実に配置できるように努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

★働き方改革事例集（令和５年３月改定）★ 

文部科学省は、働き方改革事例集の改訂版を令和５年３月に

公表しました。  

本事例集は、大きく３つのセクションに分類されています。

Part２では、具体的な個別の取組み事例へのリンクが貼られ

ています。各校の実情に応じた参考事例もあると思いますので

ご参照ください。 

 

 Part1  特集 

ICTや教員業務支援員の活用  
  
 Part2  実例集 

業務改善の具体方法  
  
 Part３  グループウェア特集  

デジタル化導入のポイント  

 

○教職員の心身の健康保持  

○ワークライフバランスの実現    

○活き活きと働ける職場環境づくり  
    
「教育活動の充実」  

〈目的〉             〈目標〉※令和 7 年度末までに  

○半期における月あたりの時間外

在校等時間 80 時間超０人  

○年間における月あたりの時間外

在校等時間 45 時間超０人  

青地部分をクリック  

↓  

具体事例ページへ  


